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「

2008年度第5囲例会 (2008.10.19)発表要旨

地域で女性作曲家を演奏する、ということとは

山本光世(やまもとみつよ)

はじめに

陳あれば、女性作曲家を紹介してゆこう。

子どもを産んでから、女性が育児と仕事を苦しま

ないで続けていくことが出来ないのか考え続けてき

た。その可能性を潰している男女格差、に気づいて

から、私の興味は自然に女性の音楽家がどのように

家事育児と仕事をこなしてきたかに向いた。そして、

微力ながら、女性作曲家の作品に光を当てたいと考

えるようになった。

私自身の能力に限界があるので、少しでも周りよ

り優位に立てるときを逃さず、つまりゲリラ的に、

地域や小さな集まりでの演奏の場で女性作曲家の作

品を取り上げるようにしてきた。

しかしながら、自分自身の経験も、既存の演奏会

での実例も足りないため、プログラム作りと紹介の

仕方にいつも手法の乏しさを感じてきた。

この例会での発表を通じて、アイデアが生まれた

らι思う。

女性作曲家を紹介するプログラム作りは、小さな

場にかぎらずどんな演奏会でも共通する課題だと思

われる。小さな場では時間の制約や主催者の希望等

から、より集約して伝える技術がし、るだろうと考え

られる。

I 地域で女性作曲家を紹介してきた演奏の場

・区のお昼休みコンサート。 15分程度、お話と演奏、

テーマあり。演奏会としての対象は決まっていな

いが、実際には、時間にゆとりがあり、ある程度

決まった顔ぶれのシルバー世代が 6割程度。

-小学校のふれあいコンサート、小学校の体育館、

5'""10分程度。自由な内容0

・地域での絵本の読み聞かせ活動の一環として。ベ

ヒ、、ーサークルの会で。または、大人のお話会、と

銘打つて。そのなかで女性作曲家を紹介。 NPO

法人や区の主催。
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E プログラム作り

Pこれまでの例

<主催者からテーマが与えられている時。(r J内

は、テーマ)> 
「ショパン」ニ今クララ・シューマン:音楽の夜会

(Op.6)の夜想曲とショパン:バラード2番

「歓喜J=宇モーツアノレト:K.311第一楽章とシヨノf

ン:エチュード2曲とシャミナード:スカーフ

ダンス

「ミュージカ/レナンバーJ=今私のお気に入り (my

favorite things)編曲とクララ・シューマン:ロ

マンス(Op.5-3)とリスト:雪かき

「ワルツ」斗ビーチ:ママのワルツとショパン:ワ

ノレツ遺作ホ短調、エチュード5曲

「夢」ニ争リスト:愛の夢とクララ後期 (Op.21)の

ロマンスより 1曲とショパン:幻想即興曲

「クリスマスJ=今ビーチ.スライディング・オン・

ザ・アイスとモーツアノレトK.545第3楽章とシ

ョパン:エチュード3曲

<テ}マが与えられていない時>

-大人のためのお話会にて、金子みすずの詩の朗読

に既存の曲を編曲して。女性の作曲家として紹介

しながら、ビーチ:ママのワルツ、クララ・シュ

ーマン:ロマンス、シャミナード:スカーフダン

ス0

・建設されて 100年の横浜の西洋館でピーチの曲。

建設当時に生きた作曲家として紹介。

-同じく西洋館で、中華街が近いのに話を引掛けて、

中国人女性作曲家 Chenyi (陳恰)の子ども向け

I1、ロ
J 口口0

・普通の音楽会でクララ・シューマンやシャミナー

ドをただ、弾く。

Pプログラム作りにおいて、わたしが遭遇しやすい

問題点

-女性作曲家をただ並べても、とりとめがなく、ま

とまりがつかないと感じてきた。作曲家と同時代

のつながり、または縦の時間でのつながりに、意

味を見出して、プログラムを組んでみたい、と思

う。どんなフ。ログラムが可能だろうか?



-色々な曲を探そうとはしているが、クララ・シュ

ーマンのように手に入りやすい作曲のものばか

りになりやすい。

・ショパンやリストの聞に弾く曲、になってしまい

やすい。女性作曲家の選び方、プレゼンのしかた

に工夫が足りないのかもしれないが、色々弾し、て

も最後にショパンを弾くと、「ショパンが良かっ

た」と言われてしまう。

-勉強不足なのかも知れないが正直に言うと、 10分

程度の中身の詰まった曲になかなか出会えない

ように思う。

-生徒に邦人作品として弾かせる場合も、 5~8 分程

度で印象的で表現にファンタジーを持ちやすく、

技術も少しは聴かせるような曲が見つけにくい。

なかなか出版されない。

・「知らない曲だと眠くなっちゃうのよねjと言われ

る。

P今のところの工夫

.脈絡なくても女性作曲家を入れてしまう。

・子育て、とし、ったテーマにしてトークで、つなげる O

-歴史上のある点をテーマに展開する。クララ・ヴィーク

家とショパンの出会った目。

-弾く前、曲間で解説等を含めたトークを求められ

ることが多い。簡単ではあるが、聴きなれない作

曲家について言葉で紹介するにはよいチャンス

である。そういったとき、女性作曲家のおかれた

立場を尊重した、的を射た解説が出来るべく、努

力中である。

-女性作曲家の大きくコピーした肖像画を見せる

E 小学校での演奏一広範囲での教育活動として

の可能性ー

娘が通う地域の小学校は、総合学習的な行事に力

を入れている。体育館のグランドピアノ等で5分程

度演奏できる。 トーク可。

もう少し、時間を長く入り込める余地を探してい

るが、まだ私が、子どもたちに伝えるほどの指導の

形やカリキュラムを持っていない。そこを開拓して

いけたらいいなと思う。
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W 演奏と経済

今の社会の状況では、一部のヒ。アニストを除いて、

弾くことで生活していくことは難しい。演奏会を開

催することは、勉強と考える人がほとんどであると

考えられる。

それでも、あまり経済的にマイナスにならずに、

ある程度会場やピアノが良い環境で、女性作曲家を

独自の方法で紹介してゆく、のが目標。

V 例会にて得た参考意見

-謝金などが発生しないことは、逆に市場原理に振

り回されない利点がある。これは、プログラムの

自由さにつなげられる。

・アメリカで女性作曲家をどう紹介するかを書かれ

たものがある。例えば、一人の作曲家に絞って、

時代別に、ワルツ、マズルカといったジャンルご

とに、同時代で異なるジャンルを紹介する、など0

・お気に入りの曲を決めておき、いつも最後に「毎

度おなじみの、この曲を演奏します」といって、

弾く。お客さんはいつの間にか覚える。(さお竹

屋方式)

おわりに

普段の仕事と違う内容のトークだ、ったので、話題

に進展性があるだろうかと迷いながら会場へ向かっ

た。結果的には、ぼんやりとしながら行ってきたい

わゆるボランティア演奏に、方向性が見え、課題も

生まれた。市場原理に振り回されないのだ、という

意見には力強さを感じ、アメリカでの紹介方法には、

やはり模索してきた先人たちがし、るのだと力づけら

れた。“お気に入りの曲探し"は今一番の楽しいお悩

み事となり、あれこれ楽譜を引っ張り出している最

中である。ありがとうございました。



2008年度第8回例会 (2009.3.14)発表要旨

修士論文『エイミー・ピーチの独奏ピアノ作品

研究』について

川村優子(かわむらゅうこ)

エイミー・ピーチAmyBeach(1867ニューハンブロシ十

州ウエストcカー1944ニューヨイ)はアメリカの女性作曲家の

中で、草分け的な存在で、ヒoアニストでもある。彼女は

多岐にわたるジャンルで 300を超える作品を残し、

その一方で、演奏や教育の分野でも精力的な活動を行

った。しかし、生前の活躍とは裏腹にアメリカ国内

でも彼女の名は没後久しく忘れられ 1970年代にな

ってその生涯や作品が見直され始めたとしづ。私は

かつてピアノを専攻したこともあり、エイミー・ピ

ーチのピアノ作品を通して彼女の生涯とその音楽に

ついて理解を深めたいと思った。

<本論文の目的とアプローチの仕方>

Adrienne Fried Block による伝記~Amy Beach 

Passionate Victorian: the Life and Work of an 

American Composer 1867・ 1944~ を基本文献とし、

蒐集した独奏ピアノ作品 70曲余りを考察すること

によってエイミー・ピーチのピアノ作品の全体像と

特徴的な要素を明らかにする。

<論文の構成>

以下のタイトルの 4章と、付録として「エイミー・

ビーチ独奏ピアノ作晶表」を付した。

<論文の概要>

【第 1章生涯の概観]

エイミーの生涯は夫へンリーの死を境に大きく 2

つに分けられる。すなわち前半は両親や夫へンリー

に見守られながらボストンで過ごした 40年余りの

日々であり、後半は単身渡欧後アメリカ国内でピア

ニストとして再デビューし、作曲、演奏、教育分野

に於いて 70歳まで幅広い音楽活動行った時期で、あ
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る。 1910年までの平穏な前半期に比べ、後半は世の

荒波に操まれいくつかの試練を乗り越えて自らの運

命を切り開いて生涯音楽と向き合った人生で、あった。

【第2章 19世紀末のボストンと時代背景]

4歳の時からボストンに住まうようになったエイ

ミーはこの町の恵まれた環境の下で音楽家として大

きな成長を遂げることができた。当時のボストンは

ヨーロッパや合衆国に於けるクラシック音楽関係の

情報が数多く寄せられ、ここで、暮らすニューイング

ランド系の上流階級知識人らは芸術音楽を高く評価

し、自らがパトロンとなって地域の作曲家や演奏家

を支援した。また音楽愛好家や音楽家サークルの中

で率直な意見交換も盛んで、知的芸術的な文化の担

い手であれば誰でもが彼らの仲間として暖かく迎え

入れられた。エイミーをヒ。アニスト、作曲家として

紹介したのはボストン交響楽団をはじめとする一流

の演奏紙織グノレーフ。であった。

エイミーは結婚後いったんヒ。アニストとしての

キャリアを諦め、作曲家へと転向する。このことは

「女性は家に」としサ当時の社会通念に従った形で

はあったが、彼女は演奏も作曲も相補的なものと捉

え現状をポジティブに受け入れたともいえる。エイ

ミーは女性に対する否定的な発言には反論もしたが、

それらは客観的且つ宥和的なものだ、った。長年

“Mrs.H.H.ABeach"の名で自らの作品を発表した

という無意識ともいえる保守的な一面がある一方、

子供がいなかった彼女は家事や育児に束縛されるこ

となく男性と同じ条件で仕事をすることができたの

である。

【第3章エイミー・ビーチの独奏ピアノ作品]

ピーチは生涯にわたってピアノ作品を書いた。こ

の章では蒐集した独奏ピアノ作品 (3曲を除く全て)

を、作曲年順にグループ。に分け個々に考察した。考

察にあたっては、各曲のタイトルの日本語訳、作曲・

初版年、調性、拍子、速度・曲想、標語を記し、 CD

試聴や試弾を通しての簡単な楽曲分析と形式の記述

を含ませた。



[第4章 ピアノ作品の全体像と特徴的要素]

ピーチのピアノ作品は曲種としては「変奏曲」

「前奏曲」とし、うような伝統的なタイトノレをもつも

のもあるが大半は個々にタイトルをもったキャラク

ター・ピースである。内容としては、詩に霊感を得

たもの、「自然」に因んだもの、あるいは詩編をイメ

ージしたもの、そしてフォークソングの素材を用い

たものなどに分類される。これらの作品の多くは自

らの演奏会で新作をアピーノレする目的で書かれたが、

親しい友人へ献呈されものも数編ある。

ビーチのピアノ作品は全般的には半音階主義、多

様な和芦、旋法的な音遣いが注目されるが、前半期

のヴィルテュオーソ的な華麗さは1920年以降薄れ、

響き、構成ともにシンプルなものへと変化した。

19世紀後半から 20世紀にかけて音楽史上各地で

ナショナリズムの萌芽があったO ピーチもそのよう

な周囲の状況に影響を受けてアメリカ独自の音楽に

ついて考え、あるいは少数民族への思いやりを心に

留めてそれらを作品に反映させている。

ビーチは後半の人生では後進へのアドヴ、アイス

も行い、「子供のため」の作品にも取り組んだ。時代

が急速に移り変わり彼女自身の書法にも転換がみら

れはしたが、彼女の音楽に対する姿勢は首尾一貫し

たものであった。「音楽は普遍的永遠なるもので人

間の救いとなり精神を高めるもの」というのがビー

チの信条であった。

<イ寸言己>

この論文に取り組みはじめた 2007年の夏、たま

たま友人に誘われて、知られざる作品を広める会主

催の「女性作曲家音楽祭2007Jのコンサートに行き

ました。そこで多くの女性作曲家の活躍を知り、コ

ンサート終了後の講演会では楽譜の収集法などのお

話を伺うこともできました。さらに翌年3月にフォ

ーラム例会を見学し会員の皆さまから暖かいアドヴ

アイスをいただきました。これらのことが大きなス

テッフ。となって論文完成への道筋がで、きましたこと

を、あらためて感謝申し上げます。またフォーラム
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での発表の際にご指摘を受けた表記の問題点などは

論文の最終製本に生かすことができました。その他

の反省点なども今後の課題にいたしたいと思います。

*修士論文提出先:フェリス女学院大学大学院音

楽研究科(音楽芸術専攻)2008年度提出

<参考文献>

Block， Adrienne Fried. Amy Beach Passionate 

Victorian: the Life and Work of anAmerican 

Composer 1867・1944. New York: Oxford 

University Press， 1998. 

Jenkins， Walter S. The Remarkable Mrs. Beach， 

American Composer. Warren， 

B位ch.:Harmonie Park Press， 1994. 



2009年度第6回例会 (2009.12.12)発表要旨

イギリス女性参政権運動と女性音楽家

一女性音楽家協会を中心Iこ

酉阪 多恵子(にしざかたえこ)

本発表は、 20世紀初頭、欧米を席巻した女性参政

権運動のさなかに設立され、政治への非関与を公言

したイギリスの女性音楽家協会 (Societyof W omen 

Musicians 以下 SV¥司tI)の女性参政権運動との関

連についての考察である。

イギリスの女性参政権運動は 1866年、女性参政

権の請願書の議会提出に始まるといわれる。その後

約 30年、国政レベルでの進展はなかったが、 1897

年に女性参政権協会全国同盟(NationalUnion of 

Women's Su倍 ageSocieties以下NUWSS)， 1903 

年に女性社会政治同盟(Women' s Social and 

Political Union以下WSPU)が結成され、この二大

組織を中心に運動は急速に高まっていった。 1907

年から翌年にかけては文学、美術、演劇関係の各女

t生組織が相次いで結成され、いずれもデモの参加や

ポスターの製作など参政権運動に積極的に関わった。

ロンドンに SWMが設立されたのは、まさにその

絶頂期、 4万人以上の女性参政権活動家が岡市に結

集した「女性たちの戴冠式行進Jからひと月足らず

の 1911年 7月 11日である。ところが SWMは上

述の女f生組織と異なり、政治への非関与を宣言した。

あくまで女性音楽家の相互協力を主目的とし、また、

現代イギリス音楽の推進などを通して男性音楽家と

の協力もはかりつつ、演奏会や講演会など活発な活

動を展開した。初年の会員数は約 170名、内 20名

が男性準会員で、あったO

しかしながら、 SWMは女性参政権運動と必ずし

も無関係とはし、えまい。共通する背景があり、理想、

があった。社会階級としては、三人の設立メンバー

(音楽学者マリオン・スコット、作曲家キャサリー

ン・エッガー、声楽家ガートルード・イ一トン)を

始め、会員の多くは当時の女性参政権運動の指導者
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たちと同様、中流層の出自である。女性参政権運動

の土壌となったフェミニズムの要因の一つは、 19世

紀半ばに急増した中流女性の困窮といわれるが、音

楽界においても、王立音楽大学などの音楽学校から

中流層を中心に多くの女性が輩出し、音楽は「曙み」

にとどめるべしとの慣習的制約が徐々にゆるむも、

音楽家として機会に恵まれず、生活上も不安定な女

性が増加していた。 SWMにはプロもアマチュアも

いるが、自己申告によるその区別を状況次第で度々

覆す会員が少なくなかったとしづ事実は、彼女たち

の社会的経済的に複雑な状況を物語っていよう。

規約に明文化されたS¥¥司fの目的は、①音楽に関

する議論や批評のための会合の場の提供②実務面に

関する協力やアド、パイスの提供③作曲家と演奏家の

連携による作品試演の場の提供④その他協会のため

に望ましい主題の推進、の4項である。ここには、

参政権運動はおろか女性の権利や機会均等の灰めか

しすらみられない。しかしながら、発足集会におけ

る暫定会長エッガーによる演説には、運動の指導者

たちと共有していた時代の息吹が躍動するようだ。

「おそらく、私たちを参政権運動の偽装組織ではな

し、かと思っている人々がし、るでしょう。けれども、

私たちの参政権運動との関係は唯一、理想が共通し

ているということだけなのです。」ではその理想と

は何か。エッガーは言う。 i政治でも音楽でも黒幕

が暗躍し、党略が幅をきかせています…女性参政権

論者は政治の多くに浄化すべきことがあるのを知り、

浄化によって改革を達成しようとしています。私た

ちは芸術界に多くの腐敗を見ています。大多数の女

性は音楽がどのように扱われるべきか理想を持って

いますが、音楽界を支配する商業主義という怪物と

闘うことはできませんでした。これが SV¥市在を形成

した一つの大きな理由といえるでしょう。 SV¥司4は

音楽生活を浄化し、世論を改革するのです。 j

「浄化 punか」という言葉は伝統的な女性像を

連想させる。女'性の政治参加はその美徳によって社

会の浄化につながると主張した女性参政権論者は多

い。女性自由連盟 (WSPUから分離独立した組織)



の 1910年頃の広報誌は、ニュージーランドやオー

ストラリアなどでは女性参政権を達成した結果とし

て、社会的道徳的改革が促進されたと記している。

また、 NUWSSの指導者フォーセットは、女性は生

来家庭向きであり、それこそが女性参政権の最も強

力な理由であると述べた。いわく、家庭は国の最も

重要な体制であり、家庭の清廉purityが損なわれれ

は国家もまた然り。子どもや病人への愛、優しさ、

義務への従順さ、といった女性らしさのすべてが政

治に求められているという。

女性参政権運動は、とりわけ NUWSSなどの穏

健派によってこうした伝統的な女性像を前面に掲げ、

支持を広げていった。参政権はしばしば女性として

の使命を果たすための手立てとして強調された。

「社会的清廉の点で、女性の力は殆ど唯一の希望で

す… 政治から離れていようとする女性に申し上げ

ましょう・・・あなたは、この国によって、この運動に

よって、人間愛によって、義務によって、必要とさ

れているのですJ(女性自由連盟広報誌に掲載された

1909年の集会演説の抜粋、無記名) この論調は先

のSWMの発足演説に相通じるものであろう。その

中でエッガーはまた次のように呼びかけている。

「音楽の因習は異議申し立てされなければなりま

せん。女性たちはすでにあらゆるやり方で因習への

具議申し立てをしています。-一立ち上がったのは、

女性たちのなかでも働く人、労働者、慈善家であり、

そこにはまだ未来の芸術家はいません。芸術の新た

な祭壇に灯をともすときではありませんか。世界は

来るべき音楽を必要としているのではありませんか。

その必要が女性によって満たされるべく、願おうで

はありませんか。」

SWMの目標は女性同士の助け合いにとどまらな

い。ここには女性の力への確信が満ち溢れ、女性を

必要とする社会(音楽界)のために、女性のなすべき

ことが高らかにうたわれている。それは男性と相違

する女性の資質に対する称賛であり、伝統的な女性

像の延長線上にあるといえるのではないだろうか。

そこに女性参政権運動への幅広い支持に繋がった主
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張との共通性があるように思われる。

また、参政権運動の指導者たちが、運動の高まり

以前に社会改革運動などを通じて組織力や運営手腕

を徐々に培ったように、学生組合の結成や室内楽団

のリーダーなどを経験したマリオン・スコットを初

め、 S羽市fの中心的な担い手たちは現状に対応する

実践力をすでに身につけていたようである。理事の

一人にエセル・スマイスを擁する SWMが初代会長

にリザ・レーマンをたてたことは、新札識を著名な

音楽家の名で格付けるとともに、リスベクタブノレな

女性組織として印象付ける効果をももたらしたであ

ろう。おりしもスマイスは過激な実力闘争で知られ

た WSPUに入党、活動を開始していた。また作曲

家として大規模なオペラで知られたスマイスに対し、

歌曲の作曲家であり、結婚を機に歌手活動から退い

たレーマンは、対照的な女性像の表象といえる。 40

年後、故スコットの業績を称えたエッガーの言葉「リ

ザ・レーマンの淑女らしさとスマイスの闘う勇敢さ

を持って目標を達成した」とは、 SWMの方針を端

的に示すものと思われる。

SWMは組織として女性参政権運動に関わらな

かったが、同会員に限らず、個人やグループ。として

運動に関わった音楽家は数多い。 2年間運動に没頭

したスマイスはその最たる者であろうが、多くは活

動家としてではなく、女性参政権運動の集会やその

ための募金コンサートで、の演奏によって運動に加わ

った。そうしたSWM会員にはレベッカ・クラーク、

メイ・ミュークル、マリー・ブレマら名だたる演奏

家や歌手も少なくない。さらに、運動を支持した音

楽家は女性だけではない。 r女性参政権を支持する

代表的男性の宣言J(女性参政権男性連盟発行 1909

年)のリストには、音楽学者アーネスト・ウォーカー

や作曲家で当時の王立音楽大学学長ハーパート・パ

リーらそうそうたる実力者も名を連ねている。こう

した状況から、当時女性参政権運動がきわめて広く

一般の関心事であり、音楽界もその例外ではなかっ

たことが示唆されよう。しかしまた、それにもかか

わらず(あるいはそれだからこそ)SWMの発足を



伝える 12もの新聞の中に「参政権の支持者が芸術

の協会に政治を持ち込もうとしft.いか一 断じて禁

じなければS"市fの将来は危ういJ(Musicall時ws

1911.9.9)との忠告があり、それを予見するかのよ

うにSWMがその非政治性を強調したことに、芸術

音楽を現実社会から超越した世界として守ろうとす

る伝統の根強さも浮き彫りにされよう。

しかしながら、すでに明らかなように S"市4は

社会から超越した存在だ、ったので、はない。設立メン

ノくーを始め、多くの会員は直接間接に参政権運動と

の関係で組織運営の力や思想、思考や表現方法を育

み、多くの女性参政権運動家と同様に pUTI勿に代表

される伝統的な女性像を受け継ぎながら組織を担っ

た。それは内面化された価値観の表出で、あったかも

しれないが、また意識的無意識的な戦略的方法であ

ったかもしれない。あるいはその両方であったかも

しれない。その関係は真意か方便かの二者択一では

なく、新旧さまざまな価値観が交錯し、現実的な問

題に直面する中で、両者が分節しがたく絡み合って

いたように思われる。ちなみに 1918年、 SWM男

性準会員で MusicStudent編集長スコールズは同

誌上で「男性にとっての模範」との見出しで S"市f

を紹介し、次のように結んでいる。 ISWMに加入

しないロンドンの音楽女性は…公共の精神を欠く。

私がロイド=ジョージ(首相)ならそのような者に選

挙権は与えない。 JSWMに対する称賛に女性参政

権運動への郷撒を用いるというレトリックは男性の

優越的な意識を曝け出しているが、 S羽司fの社会的

な意義を示唆する評価ともいえよう。ともあれ大戦

勃発以来、すで、に停止状態にあった参政権運動は

1928年男女平等普通選挙権の制定によって終結し

た。一方、 SWMはその後さらに 40年余、創立 60

周年記念演奏会を催した翌 1972年、目的を達した

として解散にいたるまで、女性音楽家のみならず、

イギリス音楽界の発展に尽くしたのである。

<主要参考文献>
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7 

Musiぬ.ans了官'IeMaud Powel1 Signature， Women 

in Music， June 2008: 49.56. 

GILLET， Paula， 2000. MusicaJ Women in England， 

1870.1914: Encroaching on A1l Man's 

PriviJeges， New York: St. Martin's Press. 

河村，貞枝， 2001 ~イギリス近代フェミニズム運動の歴

史像』東京・明石書庖.

河村，貞枝;今井，けい(編) 2006 ~イギリス近現代女

性史研究入門』東京.青木書庖.

〆室警



2009年度第6回例会 (2010.2.6)発表要旨

クララ・シューマンを描いた映画3作品の比較と考察

川崎 ひろ子(かわしまひろこ)

2008年のドイツ映画祭が 2008年 10/31~1l/3 新宿バルト 9 において開催された。

この映画祭の参加作品としてクララ・シューマンを主人公とした映画「クララ・シューマン愛の協奏曲」

が 3日間上映され、満員の観客を集め話題となった。 2009年に入りこの作品が一般上映されることに

なり、日本全国で上映されている。過去にもシューマン夫妻、特にクララを主人公とした映画が 2本作

られており、すでにDVDとして発売されている。これらの 3作品について、内容や製作意図、印象な

どを比較・考察し、また史実との相違点などにも着目して、資料としての価値を検証する。

[愛の調ベ][哀愁のトロイメライ][クララ・シューマン愛の協奏曲]

[愛の調べ]

製作年 守 1947年

製作国 :アメリカ

上映時間 118分(モノクロ)

監督 クラレンス・ブラウン

主演 クララ:キャサリン・へプパーン

一ロベルト:ポーノレ・へンリード

ブラームス:ロパート・ウォーカー

.内容の期間 ・結婚の直前~ロベルトの死

クララの人物像 j結婚生活において、子育て、夫の仕事や病への気遣いなどをしながら

:ヒ。アニストとして活躍する良妻賢母として表現。

:ブラームスへの微妙な心理がありながらもロベルトへの愛を貫く。

:特徴 ー古き良き時代のオーソドックスな映画作り。

ロベルト、クララ、ブラームスの、音楽を基盤とした人間関係とそれぞれ

目の苦悩を、優しいまなざしで捉え、伝えている。

リストが重要な人物として扱われている。

ある程度は史実に則っているが、映画として面白く美しく描いている。

[哀愁のトロイメライ]

製作年 1983年

ー製作固 東西ドイツ

-上映時間 98分(カラー)

.監督 ‘ ベーター・シャモニ

主演 。クララ:ナスターシャ・キンスキー

ロベルト:ヘルベルト・グリューネマイヤー

.フリードリッヒ・ヴィーク:ロルフ・ホッベ
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内容の期間

クララの人物像

ベノレトが音楽を志しヴ、ィークに師事~クララとの結婚

天才少女として特別な環境の中で、育ったクララが、彼女を一流のピア

ニストに育てた父親と恋人ロベルトとの狭間で苦しみながら自我に目覚め、て

:一人の人聞として愛し生きていく生々しい姿を措く。

特徴 :細部には映画として面白くするための多少のフィクションはあるが、

観客の反応

jかなり忠実に史実に基づいて映画化されている。

.父親ヴィークの存在の重要性と彼の判断・行動の裏づけ(ロベルトのマ

，イナス面)が印象的。

シューマン夫妻の出会い(ロベルト 20歳、クララ 11歳)から結婚まで

の約 10年間の過程に焦点が当てられている。

クララとロベルトの愛と葛藤、ヴ、ィークとの愛憎などがリアルに表現され

ーている。

文献などで、現在知りうる限りの史実に忠実なストーリー。

今父親ヴィークの言動の根拠が理解できた。

ロベルトの精神的な弱さ、不安定さが正直に表現されており、クララの : 

強さが対照的に感じられる。

[クララ・シューマン愛の協奏曲]

製作年 .2008年

製作国 .ドイツ、フランス、ハンガリ一合作

上映時間 109分

監督 へルマ・サンダース=ブラームス

主演 =クララ:マルティナ・ゲデック

ロベルト:パスカノレ・グレゴリ-

A ブラームス:マリック・ジディ

:内容の期問 。ブラームス来訪~ロベルトの死

:クララの人物像 精神病が進む夫を看病し、また音楽活動の面でも支え、自身も音楽家

，として苦境の中で果敢に戦う強し、女性として表現されている。

:特徴 。苦境に立つシューマン夫妻を助け、クララを憧れ愛するブラームスの

:観客の反応

.存在に重点を置いている。

文献に喜かれている文章を無理に映像に具現化しようとしていて、少し

不自然な誇張された表現になっている。

:デフォルメ、パロディー的なものを感じる。

登場人物の配役が、今までの人物像にそぐわない印象を受ける0

.ブラームスを中心に視点を置いた描き方。

音楽に関する内容はほとんどなく (演奏の場面はあるが)、人間関係に

:関する内容が主。
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201 0年度第2回例会 (2010.6.27)発表要旨

音楽表現に性差はあるか?

~メンデルスゾーン姉弟のチェロ作品をめぐって~

玉川裕子(たまがわゅうこ)

フエリックス・メンデルスゾーン・バルトルディ

Felix Mendelssohn Bartholdy の《無言歌》とし、えば、

ほとんどの人がピアノ曲を思い浮かべるだろう。し

かしこのタイトルを持つチェロとピアノのための小

品が一曲ある (Liedohne Wo巾， op.109) 1。本発表

ではこの曲を例として、音楽作品にジェンダー要因

が関与しているのか、もし関与しているとすればど

のように関与しているのかということについて考え

てみたい。その際、姉ファニー・へンゼ、ル、旧姓メ

ンデルスゾーン・パノレトルディ FannyHensel geb. 

Mendelssohn Bartholdyの同じ編成の 2曲も参照する。

*本要旨を執筆するにあたって、あらためて《無言歌》

の楽譜を検討した。発表時に注目したのはもっぱら音高の

みであったが、今回強弱や音型、あるいはピアノパートに

も目を向け、興味深い発見がし、くつもあったo それらを是

非書き留めておきたく、 4節のみ「要旨」の域を越えたも

のとなった。

1. フエリックス圃メンデルスゾーン《無言歌》

作品 109を献呈された女性チェリスト

この曲は、リザ・クリスティアニ LiseCristiani 2と

いう女性チェリストのために作曲された。

1827年にパリで生をうけたリザは早くに両親を

亡くし、母方の祖父母に引き取られ、女優の祖母と

画家の祖父のもとで、育った。祖父母にはリザとあま

り年の変わらない実の息子がいて、リザにとっては

兄のような存在で、あったが、彼はのちにグノーの《フ

ァウスト》やオッフェンパックの((ホフマン物語》

等に台本を提供することになるジュール・パルビエ

である。

リザ・クリスティアニは早くから見ょう見まねで

作曲し、オギュスト・ヴオノレフのもとでピアノ、作

10 

曲法、歌のレッスンを受け始めた。しかし彼女の興

味はじきにチェロに向かう。 14才より「この楽器の

優れた教師」であるベルナール・ベナゼのもとで学

んだリザは、 1844年パリで、デ、ビューした。チェロと

いう楽器を公開の場で演奏する史上初の女性職業音

楽家の誕生である。これより彼女の精力的な演奏活

動が始まった。その足跡はフランス語圏にとどまる

ものでなく、中央ヨーロッノ対冶ら東欧、北欧のみな

らず、シベリアを横断してユーラシア大陸の東の果

てカムチャッカ半島にまで及んだ。 1853年、リザ・

クリスティアニはロシアのノヴォチェルカスクでコ

レラにより客死した。

1845年、リザ・クリスティアニはヴィーンを皮切

りに、リンツ、ニュルンベルクと歩を進め、同年 10

月ライプツイヒに到着した。同地ではゲ、ヴァントハ

ウス管弦楽団の定期演奏会に出演したほか、独自の

コンサートも何度か開いた。この町に住む音楽家た

ちは彼女を暖かく迎え、助力を惜しまなかった。当

時ゲヴァントハウス管弦楽団の指揮者だったブエリ

ックス・メンデルスゾーンもその一人である。彼は

リザから強い印象を受け、すぐさま彼女に一曲献呈

したが、それはピアノ曲(((アンダンテ・パストラ

ーレii)で、あった3。 その後フエリックスはあら

ためて彼女のためにチェロ曲を作曲し、献呈した。

それがこの《無言歌ii4である。なお、フエリック

スの死後出版された同曲の楽譜には 1845年成立と

あるが、 1878年にまとめられた遺作集の構成からこ

の曲の成立が 1847年であった可能性も否定できな

いとのことで、成立年は確定していなしJ。

2.女性がチェロを弾くことについて

女性チェリスト、リザ・クリスティアニは、なぜ

もてはやされたのだろうか。彼女の演奏が素晴らし

かったことは疑いない。しかし同時代の人々にとっ

て、女性がチェロという楽器を弾くこと自体がセン

セーショナルなで、きごとであったという事実もまた、

この問題を考えるにあたっては看過できない。



フライア・ホフマンは、市民社会における女性の

音楽活動には男性と異なる規範があったことを指摘

するへその際重要な役割を果たしたのが視覚であ

る三作品であれ、演奏解釈であれ、受け取ったも

のを言語化していくのは 19世紀市民社会において

は男性であったo 女性を眼差す男性の視線は、彼が

同牲を見る視線とは異なり、女性奏者の演奏を「聴

くj場合も決して中立的ではなく、すでにエロティ

ックなものを含んでいると、ホフマンは主張する。

市民階級の女性の音楽活動に対するさまざまな規範

を作りだしたのは、この対象の性別によって異なる

知覚が働く男性の視線で、あった。そしてひとたび規

範が作りだされるやいなや、この規範にとらわれる

ことなく自由に対象をまなざすことは難しい。カー

ル・ルートヴィヒ・ユンカー (1748-1797)が 1784

年に発表した「演奏における女性の服装について」

(1784年) 8は、女性の演奏をまなざす男性の視線

がいかなる規範を作りあげたかを示す好例である。

ユンカーは、ある種の楽器は男性によってのみ演奏

されるべきであり、女性はその性にふさわしい楽器

のみを演奏すべきであると主張する。その論拠とし

て彼があげるのはしっくりこないとしサ感覚で、こ

の感覚が生じる原因として彼は三点あげる。このう

ち、第二の「楽器の響きが女性の特性とされる種々

の性格と調和しないこと」を除く、第一の「楽器を

奏でる時の身体の動きが女性の服装とは調和しない

こと」、および第三の「特定の演奏姿勢が礼儀作法

に反すること」は、視覚に関わるものである。足に

はさんで悼の部分を胸に押し当てて演奏するチェロ

は、女性が手にした場合「礼儀作法に反する」楽器

であり、女性に許されざる楽器の筆頭にあげられる

べきものであった。リザ・クリスティアニは「聴か

れるJとともに、いやそれ以上に男性の「視糠」の

註目のまとだ、ったのである 90

3. 規範からの逸脱/規範の遭守

チェロ演奏、職業活動、一人旅一一リザ・クリス

ティアニが行ったことはいずれも、当時の市民階級

11 

の女性にはタブーとされていたことであった。しか

し彼女の音楽家としての活動にもう少し立ち入って

みると、彼女が時代のジェンダ一規範から逸脱して

いたばかりで、はなかったことがみえてくる。たとえ

ば、同時代の批評によれば彼女はもっぱら小品を選

択していた。また弱音を多用し、低音弦を避けて、

高音弦のみを使って演奏し、フラジョレット技法を

しばしば用いたともしサ。こうした工夫により、彼

女の演奏には力強さや激しい表現が欠けることにな

ったが、他方でまた彼女が女性の「分を越える」こ

となく、「優しい感情」を表現することにおいて「た

ぐいまれな表現者J(~ベルリン音楽新聞~1845年、

50号)と評されることにもなった100 こうした同時

代の彼女についての評価を総括して、ホフマンは次

のようにいう。

女性の器楽奏者は繊細な女性らしさの枠を超

えではならず、といって、その分を守った場合に

は、二流というレッテノレを貼られる。 11 

4. フエリックス・メンデルスゾーン

《無言歌》作品 109

リザ・クリスティアニに捧げられたフエリック

ス・メンデルスゾーンの《無言歌》は、それでは実

際、音楽面において「女性向けJだろうか。全体が

67小節、演奏時間およそ 4分から 5分ほどのこの曲

は、 A・B-A'の三部形式で、拍子は一貫して 4/4拍子

である。 AとA'はAndanteであるのに対して、 Bの

部分には唱itatの指示があり、穏やかなAと対照的

に作られている。以下、それぞ、れの部分について検

討したい。

A部は基本調性D・D町で、 25小節からなる。最低

音はA312(ピアノの中央の Cから 3度下の A)で、

これはチェロの 4本の弦(低い音から C線、 G線、

D線、 A線)のうち、最も高いA線を開放弦で弾い

たときの音高である。 A部はこの最高音弦のみで演

奏できることになる(実際にA線のみで弾くかどう



かは、また別の話である)。リズム的には四分音符

と八分音符、それに付点のリズムが組み合わされ、

穏やかに進行する(譜例 1)。全体を支配するのは

弱音、ところどころに sfの表示がみられるが、これ

はそれぞれのフレーズの頂点に付され、いわばその

音を際立たせるための重みをもったアクセントの意

と解釈できる。

【譜例1 】(1 ~3 小節)

C7L JJ:二二二r-J三
事ü町肘)1~ p ~一一よ一一一J
ぶ \1?吋ー7→→;==~C1]ニニヰ-4中と唱:土司一一

「激しく」と記されたB部は26小節目から 48小

節目までを占め、基本調性はd・Mollである。 A部で

は付点八分音符に伴う形で使われていた一六分音符

がここで、は八分音符と一六分音符二つの組み合わせ

となり、より動きのあるリズムとなっている(譜例

2)。また、クレッシエンドとディミヌエンドが何

度か繰り返され、強弱の変化が激しい。音域は上下

に広がり、最高音はA部の最高音より lオクターブ

上のA5，最低音はC2で、最低音域は36から 38小

節にかけてfおよびsfの表示とともに使われている。

さらにA'への移行部となる 45小節目から 48小節

目は全体が最低音を含む低音域で奏される(譜例3)。

ピアノパートも大きく変化している。 A部では、 2

拍を基本とする左手のきざみに乗って、右手は休符

を含む一六分音符二っと八部音符の組み合わせから

なるモティーフを基本としていた(譜例 1)。これ

に対しB部では、左手のきざみは 1拍ずっとなり、

右手は一六分音符の六連符によるアルペジオを奏で、

中間部の動きと激しさを生み出している(譜例2)。

第三部A

5卸9小節目と 6ωO小節目でチエロが上方へ減4度の眺

躍をして陰りを示すのに応じてピアノが中間部の音

型を回想し、最後の音楽的盛り上がりを作るが、 2

小節後には消え去るようにおさまって、ふたたびA

部のリズムを奏でる。チェロの音域はG3が2度使

12 

われるが、他はA3より上の音域である。ただし最

後はチェロの最低音より l度上のD2から上昇する

アノレベジオ (D2・A2・D3・F岸3・A3・D4-F#4・A4・D5)とな

っており、いわばチェロの全音域を奏して曲が閉じ

られる。

ヘ

竺ラ1
S._.!._'_:~~ 堂

一 一 ー主=主主主三 F 三

αrJ1/'ltu ~ [譜例2]
まヨ三!-.-~惜←→ー』1r司王"三.... .." 

(26'"'-'28/J申告)

止~ー-叫一一ι --

【譜例3】 (36~48 小節)

:E詰話会t
四土~ ~，. ，..;J;:，.;..:~ 1 

--"-τ仁云三手ヨゴ
五ι。- if'ヲ71Î~:g : __ _ w 

孟 - if' 

Mf三 ~~f! ~þ~.. :~f主主主~e.e.l担 dfL.4 ， 2 よ
もr 幹事f グ diw

1_t:!空
←ー→一一十ーιゐF斗ーヨ.-+ベFー_，_，柑5へ5謹
，7. # 

*譜例はいずれも Henle版。002)

こうしてみると《無言歌》は、 agitatで奏されるべ

き中間部を中心として、女性の「分を越え」そうに

なる部分を含んで、いる。しかしよくみると、巧みに

それを和らげる措置がとられているように思われる。

たとえば、 B部の激しさを表現するにあたって、 A

部と比べてより大きく変化し、動きのあるモティー

フを奏するのは、チェロパートよりもむしろピアノ

ノfートである。これにより、チェロの旋律を抑制を

もって奏したとしても、ピアノパートを工夫するこ

とで、ある程度までの激しさを演出できる。また、

チェロが最低音C2を奏する 38小節の4拍目から 40

小節にかけては、チェロがDT 2・C2およびF2-E2

の音型を、それぞれ前者を sfで、強調しながら奏する

ピアノはそれに応えて一六分音符のアルペジオと、

~ ! 



「
の音型をいったん中断し、これまでチェロが奏して

きた旋律モティーフを高音で奏でる。これはもちろ

ん変化を与え、興趣を誘う音楽的な工夫である。 し

かし、この曲が女性チェリストに捧げられたことを

考慮するならば、聴衆の耳をピアノパートが高音域

で奏でる旋律モティーフに引きつけることによって、

彼女が低音域を奏でたセンセーションを次の瞬間忘

れさせる仕掛けとも解釈できないだろうか。さらに、

6小節にわたってチェロがもっとも高い音域からも

っとも低い音域までを奏するのは、 Bから A'への移

行部で、直前にクライマックスを迎えたあと、激し

い動きが次第におさまって、穏やかなA部への回帰

を準備する部分である。B部を支配していた強音は、

ここでppにとって代わられる。また、 B部に入って

以来保たれてきた短調はこの間に長調に転じる。

ここで《無言歌》の音域ついて、)jljの角度からも

考えてみたい。ホフマンは各種資料から、クリステ

ィアニがフラジョレットとともに「高い(女性向き

の)音域」を多用した作品を好んで選んだ可能性を

指摘しているが13、フエリックス・メンデルスゾー

ンはそうした彼女の工夫を《無言歌》に反映させて

いるだろうか。低音域がほとんど使われていないこ

と、使われる場合も注意深い配慮がなされていたこ

とについては先に触れたとおりだが、実は高音域も

それほど使われていない。チェロの奏でる旋律の大

部分はA3からーオクターブ上のA4の聞におさまっ

ている。これはピアノの鍵盤でいえば中央のCをは

さんだ中音域であり、女声でもソプラノではなくア

ルトの音域にあたる 140確かにB部の最後で高音域

しかしそれはクライマックスを作るのが使われる。

ではない。 クライマックスは、 38小節から 40小節

にかけてチェロが最低音域をsfも含みながら奏する

部分をいわば踏切板のようにして、 40小節3拍目か

ら43小節2拍目にかけて C4から A4という中音域

を行き来しながら作られる。この後チェロの旋律は

A5の最高音を目指してさらに上行していくが、ここ

でディミヌエンドの指示が与えられ、 3回繰り返さ

れる最高音はピアニッシモの中に消えていく(譜例

13 

3)。受け取りようによっては「肩すかし」感も否め

ない高音域のこの扱いは、極端な高音が狂気の表現

とも結びつきうるものであったことを思い起こすな

らば得心のいくものではないだろうか。高音域で装

飾に満ちたコロラトワーラのアリアによって女性の

狂気が表現されるドニゼッティの《ランメノレモール

のルチア》が初演されたのは 1835年であった150

またチェロで高音を奏する場合、楽器をより抱え込

む姿勢となり、胸を圧迫することになる。このよう

に考えると、チェロの旋律が高音域を避け、おもに

アルトの音域で奏でられるのは、女性チェリストの

ためにフエリックスが意識的に選択したものであっ

たように思われてくる。高音域がクライマックスの

後、穏やかになっていく部分で使われることも、低

音の場合と同様、高音のもつエキセントリックな意

味付けを緩和する措置と考えられるだろう。

43から 48小節にかけての取扱いも興味深い。 6

小節の聞に最高音と最低音が奏される、それ自体は

もっとも変化を示しうるはずの音域設定が、穏やか

さへ向かう歩みとなっているのである。これは単調

に陥ることを回避すると同時に、それが激しい表現

となることも避けようとする、意図的な rrまずし」
ではなかっただ、ろうか。

女性がチェロを弾くという逸脱行為を少しでも

和らげるためにさまざまな工夫をこらして作曲され

たこの曲は、しかし無心に耳を傾けたとき、不自然

さはみじんも感じられない。流麗なチェロの旋律に

ピアノが寄り添って、音楽的な興趣を添えている。

経験を積んだ職業音楽家フエリックス・メンデルス

ゾーンは、献呈者にふさわしい曲を作るべく音楽的

な制約を受け入れながら、珠玉の小品を仕上げた。

5. ファニー・ヘンゼル、旧姓メンデルスゾーン・

バルトルディのチヱロとピアノのための2つの作品

《幻想曲 Fantasia) 《奇想曲 Capriccio)

フアニー・へンゼルの作品で、現在知られている限

り、チェロとピアノのために書かれたのはこの2曲

だけである。いずれも 1829年16の作で、 《幻想曲》



は8月、 《奇想、曲》は秋に作曲され、チェロの名手

で、あった弟パウルに捧げられた。彼女は同年 10月に

ヴイノレヘルム・へンゼノレと結婚しているので、 《幻

想曲》はその直前、 《奇想、曲》はその前後の時期に

作曲されたことになる。

この 2曲を、フエリックスの《無言歌》と比較し

てみよう。

《幻想曲》はA-B-C-Dの四つの部分からなり、す

べて 4/4拍子である。しかし速度は緩急緩急と変化

する。強弱の幅も各部とも大きく、また音域はチェ

ロの最低音 C2から E5まで、チェロの奏でる旋律は

この広い音域聞をあるときは順次進行、あるときは

大きな飛躍をともないながらダイナミックに進んで

いき、リズム的にも変化に富んで、いる。この事情は、

次の《奇想曲》でも変わらない。この曲の形式は《幻

想曲》よりも整ったA・B・A'の三部形式であるが、

両端部分が 8/12、As-Dぼであるのに対して、中間部

は4/4拍子、基本調性は壬Mollであるが、めまぐる

しく転調する。チェロの旋律線はC2から A5までの

聞を自由自在に駆け巡る。

いずれの曲もピアノパートは伴奏の域をはるかに

越えた役割を担う。ときにはチェロが伴奏に回って

いる部分もあるが、これは室内楽においてチェロが

通奏低音として使われてきた伝統に連なるものと指

摘されている 170 ((幻想曲》も《奇想曲》も、家族

や知人、友人等、メンデノレスゾーン家の親しい仲間

が集う場において、作曲者ファニーと弟パウノレによ

って演奏されたと推定される。音楽的想像/創造力

の自由な羽ばたきは、ブエリックスの姉弟たちが「ア

マチュアJといえども、どれほど卓越した技術と音

楽に対する深い玉里解をもっていたかを初梯とさせる。

また、二つの楽器がときに対話を交わしているかの

ように絡み合い、ときに声を合わせて朗々と歌いあ

げるさまは、この改宗ユダヤ人一族における音楽を

通じたコミュニケーションの女:Wtlを提供している。

6.音楽表現とジェンダー

-・・圃・・・・・・・

一見したところ中立的にみえる音楽表現にジェ

ンダーは関係するのだろうか。私は「関係ある」と

考えている。しかしそれはもちろん、女性作曲家が

作った曲だ、から「女性らしく繊細で柔和Jといった

単純なものではない。男性作曲家が女性チェロ奏者

のためにチェロ曲を書いたとき、彼は当時の市民社

会の女性規範を念頭におきながら曲を構想した。基

本的には同じ規範を共有する姉は、しかし同編成の

曲を作曲するにあたって、創る自らのジェンダーも、

また演奏者のジェンダーも意識することなく、音楽

的想像力を自由に羽ばたかせたようにみえる。しか

しその自由さは、当該曲の演奏される場、それどこ

ろか彼女の音楽活動そのものがプライベートな領域

に限られることが想定されたことによって初めて可

能となったもので、はなかっただろうか。

音楽が成立するその瞬間には、作曲者および作品

のみならず、楽器、演奏者、聴衆、演奏会の主催者

等、さまざまな人が関与する。いずれの人びとの感

覚も、個人的なものであると同時に、ひとりひとり

の立脚する社会的文化的な文脈のなかで作られるも

のである。この社会的文化的文脈のなかにジェンダ

ー規範がしっかりと組み込まれている以上、それを

私たちは好むと好まざるとにかかわらず、空気のよ

うに呼吸している。音楽表現を考えたとき、 「女性

的表現J i男性的表現」といった絶対的なジェンダ

ー表現があるわけで、は決してない。しかし、音楽表

現がさまざまな要因の絡み合いの総体として立ち現

れてくるものだとしたら、どうし、うかたちであれ、

それぞれの表現がそのときどきのジェンダ一規範か

ら完全に自由であることも決してまたあり得ないの

である。それは規範の強化に寄与するかもしれない。

しかしまた、意識的もしくは無意識的な抵抗やずら

しによって規範を揺さぶる力を持ってきたし、これ

からも持ち続けるだろう。
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〈意〉

彊タイトル位自筆原稿ではフランス語でRomancesans 

F・b 在室されている。 Henle版 (2002年出版)の

W田園圃参顎c

~ .，苧・クリスティアニについてはフライア・ホフマン

E豪語壬身体一一市民社会における女性の音楽活動j] (阪

弗藁子、玉川裕子訳、春秋社、 2004年。以下「ホフマン

濁騨ー!::略記)参照。なお原著の出版は 1991年で、著者

はその後さらにクリスティアニについての資料収集を行

っているc その成果については以下を参照FreiaHo伍nann，
liseC回国inSibirien， in: Reiseberichte von Musilarinnen 
金:s19..11.伽 'hunderts.Quellentexte， Biographien， Kommentare， 

hg. HlIl Freia Hoffin釦n，01ms 2011. また、ホフマンが所

長を務めるソフィー・ドリンカー研究所(プレーメン)の

プロジヱクト『女性器楽奏者事典Web版』でも、彼女に

ついての最新の研究成果を得ることができる。

Imo:. ~~"\\'.51克虫b合i叫cer.・institutde/cms/index.oho?oage=cristi

E 量
ヲザ・クヲスティアニについての本節の記述は、上記三

種按場拝布二よる=
:1..-可属d盟主FelixMe吋'elssohnBarthol，の:
羽田園lIIIIiR:会-S}3I事ematischesVerzeichnis der・musikrtlischen

....，._.抽暗証&由民e12009，S. 266. 
a ざアノのための《無言耳東》についてミフエリアクス・メ

ンデもスプーン自身が「もっぱら女性向けj と発言してい

るこをがしばしば取りざたされる。無言歌研究で博土号

を毎主主クリスタ・ヨストはこの発言について、それが含

む安調な語子はさておき、文字通り捉えるべきであると

弘、うz すなわち、無言歌の献呈者はみな女性たちだった

というこ左である。献呈者のリストにはプロ・アマを問

主7f、フアニーやクララ・シューマンをはじめとする

蒼々たるメンバーが名を連ねていた。無言歌には彼女た

ち工事前に合わせた難易度と音楽的内容をもつものも多

く、一最的にイメージされているようなピアノを曙む「い

L、とこのあ壊さんjが簡単に弾けるものばかりではないと

ヨストは指摘する。そして、リザ・クリスティアニに捧

庁られた小品がチェロのための作品であるにもかかわら

ず傑言動〉と名付けられたことも、このタイトルを付さ

れた作唱がこれまで女性に献呈されてきたことと無関係

ではいだろうと解釈している。 ChristaJos1， Mendelssohns 

h台市町僻，H拙 Schneider1988， S. 55丘
; YidJaa-2(貰19.S. 266. 

圭ホフマン 2004。

以下、同書の「性的挑発としての音楽演奏Jの節を参照

品.Q司=

空間書、 17-26頁a

9 同書、宝7・58および 234・235頁参!照0

10 肩書、 243-245頁。

11 再書、 246頁。

1"音名表記にあたっては、オクターブを明示するために、

匡覇試t附ffLるシステムを採用した。ウィキベディア

ー音名・陪名表記J参照 (2012年3月 10日現在)ロ

凪平Ija.U量事対血or~ダwiki/ち古E9%9F%B3%E5%90o/08m也E3%
痘拘偏斑拘証ヲ'Ya9A:呪選E%E5%90o/08D%E8%Al%A8%E8%A8
・遍路
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13 ホフマン 2004、243頁。

14 ちなみに人間の声をソプラノ、アノレト、テノール、パ

スと区分し、高音の二つのパートを女声、低音の二つの

ノfートを男性に割り振る分類法は、現在の私たちには自

明のことのように思われるが、 1820年以降に定着したも

のに過ぎない。小林禄「声とジェンダ一一一ポリーヌ・ヴ

イアルドのコントラルトの声をめぐってj 、 『音楽芸術』

1998年 12月号、 50頁参照。

1 5 スーザン・マクレアリは、狂乱の場面で歌われるルチ

アのアリアの高音域における装飾過剰の表現を、当時の

社会的コンテクストならびに作曲家自身の伝記的事実も

持ち出して、作曲家がルチアの狂気を性的過剰と結びつ

けていたゆえの表現と読み解いている。『フェミニン・エ

ンディングー一音楽・ジェンダー・セクシュアリティ』

(女性と音楽研究フォーラム訳)、新水社、 1997年、
147・157頁。

1 6 ((幻想曲》の手稿譜の作曲年が記されていたと推測さ

れる部分は、この曲が製本された際に切り取られてしま

ったために、正確な作曲年は不明であるという。同曲の

出版譜の校訂者は 1829年以前に作曲された可能性を示唆

している (F厄myHense1， Zwei Stucke白rVio1oncello und 
Klavier， hg. von Christian Lambour， Breitkopf & Harte1 1994ヲ

Vorwort)。 しかし彼女の作品目録を作成したへルヴィヒ

=ウンルーは 1829年にほぼ間違いないだろうと推定して

いる (RenateHellwig-U町曲ヲ Fan砂 Henselgeb

Mendelssohn-Bartholdy: Thematisches Verzeichnis der 
Kompositionen， Kunzelmann 2000， S. 216)。

17 1994年出版楽譜、 Vorwort.



201 0年度第5回例会 (2010.11.14)発表要旨

修士論文要旨『東京都江戸川区の民俗芸能

葛西おしゃらくについて』

渡遁佐恵子(わたなべさえ己)

【研究目的・方法]

本研究では、東京都江戸川区葛西で現在も伝承さ

れている「葛西おしゃらく」について、保存会の活

動を調査することに加え、現在「葛西おしゃらくJで

演奏されている主な曲目を採譜し、その曲の分析を

行うことで、この芸能の民俗面、及び音楽的内容を

考察する。したがって本研究は、民俗芸能「葛西お

しゃらく」について、フィールドワークとインタビ

ューによって、保存会の活動と伝承の実態、および、

楽曲分析を中心として、その音楽的内容を明らかに

することを目的とする。

【第 1章葛西地区の歴史とおしゃらくI

第 1章では、 「葛西おしゃらく」についての概要

を述べた。

「葛西おしゃらく」とは、三味線、唄、鳴り物で

構成される下座音楽と、それに合わせて踊られる踊

りから成る民俗芸能である。「葛西おしゃらく」は、

葛西の高齢者による念仏講での踊りと、若者による

官、来う請での三味線が合体して始まったというこ

とが、インタビューから明らかになった。

[第2章葛西おしゃらく保存会について】

第2章では、葛西おしゃらく保存会設立までの過

程と現状から、葛西おしゃらく保存会の活動を明ら

かにした。

i .保存会設立までの過程

おしゃらくは、以前は葛西の中の町単位で独立し

て伝承されていたため、保存会など伝承を受け継ぐ

団体はなく、踊り、三味線、唄ともに、口頭伝承の

みで伝えられていた。そして、昭和 42年に、おし

ゃらくが消滅寸前であることを知った民俗芸能の研

16 

究家である藤本秀康氏は、おしゃらくの調査を開始

し、当時おしゃらくを演じていた人々を集め、昭和

45年に保存会設立を果たした。

量.保存会の現状

筆者による保存会の参与観察では、役割ごとの伝

承方法が明らかになった。

①三味線は、藤本氏が保存会設立時の会員から伝

承したことを、現在の会員たちにも伝承している。

その際、藤本氏自身が学んだ三味線の弾き方を楽譜

に表し、他の会員はそれを見ながら稽古する。保存

会の稽古の時には、藤本氏から直接指導を受けるc

そして日々の稽古では、地元葛西の女性が指導者と

なり、会員への三味線の稽古を行っている。

②唄も、藤本氏が保存会設立時の会員から伝承し

たことを、現在の会員たちにも伝承している。会員

たちは、月に 1回の保存会での稽古の時には、藤本

氏から直接指導を受けるが、日々の稽古では、藤本

氏の唄を録音した、いわば第二次口頭性の道具であ

るカセットテープを用いて稽古する。

③踊り手は、保存会設立時の会員から直接指導を

受けた会員が現在はリーダーとなり、月に 1回の保

存会での稽古の他に、月に数回、踊りだけの稽古を

している。保存会での稽古は、あくまで下座との合

わせと位置付けている。

【第3章葛西おしゃらくの楽曲分析】

第3章では、おしゃらくの中で唯一地元葛西を唄

った曲で、ある『新川地曳き』の三味線の、構造的な

見地からの分析を中心に、おしゃらくの音楽的構造

を明らかにした。その際、約 5-15小節で反復され

ている 6つのフレーズと、そのフレーズの単位より

短い約 1-3小節の旋律を 14の基礎モティーフに分

けて分析を行った。そして、その基礎モティーフを

分析により、類似、準類似、対比関係、に分けて進め

ていった。明らかになったのは、以下の4点である。

①14の基礎モティーフとその変形のパッチワー

クで全体が形成されていることが分かった。

②その基礎モティーフが集まってできた6つのフ



レーズがそれぞれ何回も反復されていて、このフレ

ーズがこの曲の大部分を占めていることから、反復

がこの曲で重要な技法だということも分かった。

③しかし同時に、曲は単純な反復に終始している

わけではなく、曲が進むにつれ、各基礎モティーフ

の中でも変形が行われていることも明らかになった。

④各フレーズの構造も、一見複雑なものもあるが、

その内部には、準類似関係の基礎モティーフも含ま

れているので、その点を考慮すれば、比較的単純な

構造に整理できる。

【結論】

保存会の活動は、藤本氏を中心に、保存会設立時

の会員からの伝承を守っていく一方で、保存会の月

に1回の稽古以外の日々の稽古では、地元葛西の女

↑生たちが中心になっているということが明らかにな

ったoこのような安定した指導体制にあるからこそ、

葛西おしゃらく保存会は、入会まで葛西おしゃらく

を知らなかった会員も含め、設立時以来、着実に活

動をしていったのではなし、かと考えられる。

『新川地曳き』の三味線の分析では、どのフレー

ズも比較的単純な大きな構造に整理することができ、

それらの各構造は反復に基づいていることが明らか

になった。今回は、 『新川地曳き~ 1曲の分析であ

ったため、今後は、他のおしゃらくの曲も採譜して

分析を行い、さらにこの芸能についての理解を深め

たいと思う。

*修士論文提出先:お茶の水女子大学大学院人間文

化創成科学研究科比較社会文化学専攻

2012年 1月提出

<主な参考文献>(五十音順)

小塩，さとみ

1995 I反復からみた長唄曲の音楽構造 『元禄風花見

踊』の分析を通して-J

『お茶の水女子大学人文科学紀要第 48 巻~ 241-257_ 

2004 I長唄の旋律生成に関する一考察ー多様な旋律を

生み出す倣且みを探る一J

『お茶の水音楽論集 6 号~ 54-73. 

2006 I長唄における音楽表現一「鶴亀」にみる間テク

スト性と象徴技f去一J

『お茶の水音楽論集特別号~ 327・340_

徳丸，吉彦

1991 ~民族音楽学』東京・放送大学教育振興会

西角井，lE大編)

1990 ~民俗芸能〔一H 東京・音楽之友社.

福田，千絵

2003 I光崎検校と八重崎検校の手事物合奏 《七小町》

《三津山》に《誇火》を加えてJ~お茶の水音楽論集 5 号』

104-124_ 

藤本，秀康(企画)

1974 ~無形文化財おしゃらく』東京:キング、レコー

ド株式会社-(レコードの付録冊子)

本田，安次 (監修・解説j

1998 ~復刻 日本の民俗音楽』東京 ビクター伝統文

化振興財団.
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<インタビ、ュー>

藤本，秀康

2010 筆者によるインタビュー:東京:

9月8，17日、 10月6，22日、 12月24日.

2011 筆者によるインタビュー・東京:

1月21日、 2月2，16日、 3月11，25日、 4月6日、 5月

11，25日、 6月8日、 7月21日、 8月5目、 9月27日、

10月12日、 11月23日、 12月6日.

音源 東京 :5月11日、 8月16日、 9月27日
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二ユース gぬ
-会員の執筆活動

当フォーラム会員による地道な執筆活動が続

いています。 2008'"'"'2010年度の主なものをご

紹介します。(敬称略)

*W婦人民主新聞ふえみん』に連載「女性作曲

家再発見!J 
小林緑「クララ・シューマンJ(2008/5/15) 

「エリザベート・ジャケ=ドラゲール」

(2008/9/15) 

「マリア・テレジア・フォン・パラディスj

(2009/1/15) 

「セシノレ・シャミナードJ(2009/2/15) 

辻浩美「日本の女性作曲家たちJ(200817115) 

西阪多恵子「エセノレ・スマイスJ(2008/11/15) 

湯浅玲子「グラツィナ・パツェヴィッチ」

(2009/3/15) 

*小林緑

・「十九世紀の女性作曲家を通してみる音楽と

社会JIN W表現する女たち 私を生きるた

めに 私は創造する』三木草子/レベツ

カ・ジェニスン編 (第三書館 2009年

12月 31日発行)

・「消される女性作曲家たち一音楽文献・業界

に見るジェンダー偏向JIN W視覚表象と音

楽j](ジェンダ一史叢書4)池田忍/小林緑

編著(明石書庖 2010年 2月 20日発行)

安西阪多恵子

「女性はどこにいるのかJINW視覚表象と音楽』

(ジェンダー史叢書4)池田忍/小林緑編

著(明石書店 2010年 2月 20日発行)

実玉川裕子

iDie imaginierte Exotik einer Sangerin 

“Madame Butterfly" Tamaki MiuraJ IN 

WDiva; Die Inszenierung der 

ubermenschlichen Frauj] (Forum 

Musikwissenschaft， 7) R .Grotjahn 1 

D.Schmidtl T. Seedorf編著 (Edition

Argus，Schliengen 2011) 

*川嶋ひろ子

「シューマン夫妻:愛の軌跡JIN Wレッス

ンの友j](レッスンの友社 2009年 11月号

'"'"'2010年 10月号)

-新刊書案内

*社浩美著『作曲家・吉田隆子書いて、恋

して、闇歩してj](教育史料出版会 2011年

12月 15日発行)定価(本体 2000円+税)

*新たに発見された「病床日記」を原動力として
等身大の吉田隆子像を描く。楽譜、 CD付

*瀧井敬子・平高典子共著『幸田延の「渡欧

日記Jj] (東京塾術大学出版会 2012年 3月 5

日発行)定価(本体 3400円+税)
*幸田延が明治 42年から 43年にかけてヨーロッ
パに滞在した 8ヶ月ほどの日記。オリジナル翻刻
と翻訳および注釈。

-言卜報
・浦川正之さん:2011年 3月 1日に間質性肺

炎のため急逝されました。 65歳とのことです。

浦川さんは、 2003年のフォーラム・ホームペ

ージの立ち上げから 8年間、無償でその管理

運営を引き受けてくださいました。とれまで

のご尽力に深謝いたしますとともに、心から

ご冥福をお祈り申し上げます。

・久保マサさん:2011年 5月 31日に 90歳

でご逝去されました。吉田隆子の関係者とし

て、当フォーラム主催コンサートに多大なご

援助を賜りました。深謝して、ご冥福をお祈

り申し上げます。なお、6月 24日14時より、

ブレヒトの芝居小屋にて「久保マサさんを偲

ぶ集し、」が催されます。

.NHK. Eテレにて吉田隆子取り上げられる

NHK Eテレ(旧教育テレビ) にて、次の特集

番組が組まれるとのことです。

iETV特集」

タイトノレ「戦争・音楽・女性~作曲家・吉田隆子

を知っていますか'"'"'J

放送日 8月 19日(日) 22'"'"'23時

<編集後記>

2009年 7月以降途絶えていましたが、ここ

に「会報J10号をお届けできることを大変嬉

しく思います。 3年の聞にフォーラムも若い

会員が増え、成長しつつあることを実感させ

られています。(市川啓子)

女性と音楽研究フォーラム会報第 10号

Bulletin of Women and Music Study Forum Vol.10 

編集・発行 女性と音楽研究フォーラム会報編集担当

発行日 2012年 6月 17 日(日)
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